
教 材 名：荒れる成人式に参加しながら考えた。 

一人で戦える大人になること。 

内容項目：自主、自立、自由と責任 

 

 
 
 

HADO スポーツ 

 ５日（月）に子供を笑顔にするプロジェクトとして HADOスポーツの体験学習を

行いました。HADOと聞いてもイメージがつきにくいと思いますが、保護者の皆様

にとってはドラゴンボール（かめはめ波）と言えば分かりやすいかもしれません。

AR（拡張現実）技術を用いることで、現実世界では不可能な魔法のような技を繰り

出すことができます。頭にヘッドマウントディスプレイ、腕にはアームセンサーを装

着し、決められた動作によって技を発動させます。プレイヤーの位置を瞬時に把握で

き、CGの技をリアルタイムで出現させることが可能となり、自分の体を動かすと同

時に技を繰り出せることで、臨場感や爽快感を味わえるスポーツです。体験した生徒

からは「面白かった」「またやりたい」など、純粋に楽しむ様子が伺えました。対戦

の合間には自分たちで集まって作戦会議を行うなど、日常の学習で培った力も発揮さ

れていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

面接練習 

 放課後の時間を使い、３年の教員が面接官となって個人面接の練習を行いました。

普段とは違った雰囲気や所作に戸惑う場面も見られましたが、緊張感をもちながら１

回目の練習を終えました。来週は２回目の面接練習を行うので、もう一度面接資料を

読み返しておきましょう。 

今週の道徳 

 理想の大人像、大人の定義を 

考えていく中で、内容項目につ 

いての理解を深めました。大人とは年齢や外見だけでなく、内面の成長が必要である

ことを改めて考える機会となりました。 

【生徒が考える大人の定義】 

・責任感があり、知識や経験が豊富な人。 ・礼儀があり、自分をもっている人。 

・信頼できて、安心して頼れる人。    ・生きる力がある人。 

・周りをよく見て行動できる人。     ・対応力があり、気遣いができる人。 

・周囲に流されず、自分らしさをもってる人。・見て見ぬふりをしない人。 
 

高い壁 

 ベスト８をかけたクロアチアとの一戦。拮抗した試合は延長戦にもつれ込み、そし

て PK戦に突入します。しかし、選手、サポーターの願いは叶わず、４人中３人が失

敗して敗戦となりました。クロアチアは前大会で準優勝に輝いているチームです。そ

う考えると日本サッカーの進歩は素晴らしいものがあると思います。新しい景色（ベ

スト８）を見ることを目標に掲げていた日本ですが、やはり世界の壁は高かったのだ

と思います。では、この高い壁を乗り越えるために必要なことは何なのでしょうか。

きっと日本代表に携わる選手、スタッフはこれから４年間かけて答えを見つけていく

のでしょう。 

 生きている中で壁に突き当たる経験は誰もがします。「回避」するのか「乗り越え

る」のか方法はいくつかあるのでしょうが、自分が掲げた目標の途中に立ちはだかる

壁ならば乗り越えることが必要です。受験生にもサッカー日本代表と同じように新し

い景色を見るために高い壁を乗り越えてほしいと願います。 
 

来週の時間割 
 １２（月） １３（火） １４（水） １５日（木） １６（金） 

A B A B A B A B A B 

１校時 理科 美術 社会 社会 国語 

２校時 体育 英語 音楽 英語 社会 

３校時 数学 理科 英語 国語 英語 

４校時 英語 家庭 技術 数学 体育 技術 家庭 

５校時 社会 総合 総合 総合 道徳 

６校時 三者面談 
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令和４年 1２月９日（金）発行 誠他道無
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